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This paper presents cadence drills that I created for the Music Theory class.

The purpose of the class is to understand the tonic chord as the basis of tonality and

the cadences to reach the tonic chord. The cadence exercises give practice with all

tonality, including the forms of chord positions.

Furthermore, the drills are divided into different levels, and the original pro-

gram has been uploaded on the net so that students can practice outside the class

using smartphones and PCs.

1．はじめに

音楽理論の授業において、和声法を取り扱っているが、学生が課題に取り組む際に、基本的な

課題がすべてハ長調から始まってしまうために、複雑な和音を学習していくにつれて、他の調で

の課題を解くことが困難になっているように思えた。その原因を探っていくと、ハ長調以外の主

和音をはじめ、基本的な和音が、毎回主音から指折り数えなければ導き出せない学生が多くいる

ということに気が付いた。そこで、すべての調の基本的なカデンツのドリルを作り、これを学習

の副教材として使用することとした。

2．作成方針

全ての調（同名異音調も含む）のⅡ7→Ⅴ7→Ⅰを記述する。

和声記号と共にコードネームも記述する。

右手は基本形だけでなくすべての転回形を網羅する。

ベース（左手）は1音のみとし、右手の変形と無関係に同じ調内で同一とした。

上記の方針に従って作成したものを次ページより示す。
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3．使用方法

前ページの表に従って、学生の進度に合わせてレベルを上げていく。

最初は、下記のａ～ｂのようにⅤ7→Ⅰのみから始めてももよいし、最初から

ｃ～ｄのようにⅡ7→Ⅴ7→Ⅰを学習させてもよい。

ａ．それぞれの調のⅤ7→Ⅰの基本形

ｂ．それぞれの調のⅤ7→Ⅰの転回形

ｃ．それぞれの調のⅡ7→Ⅴ7→Ⅰの基本形

－

ｄ．それぞれの調のⅤ7→Ⅰの転回形
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画面イメージ

CGI プログラムは下記のアドレスに掲載している。

http://moclin.jp/cgi-bin/cadence.cgi

使用方法は、画面内のレベルをクリックして選択後、「再実行」ボタンをクリックすることで

それぞれのレベルに合わせた調と展開位置が表示される。また、直前とは同じもの（調かつ展開

形が同一）が表示されないようにしている。

4．授業内外ので実践

授業の最後に、暗譜で弾けることを条件とし、次の授業までの目標レベルを設定する。次の授

業開始時、上記のCGI を使って、一人3～4題程度、実際にピアノで弾かせる。

レベルは2週間で1つづつ上げていく程度が適当と考え、実践している。

また、上記のCGI はアドレスを学生に教えて、スマートフォンなどで、授業時間以外にも各

自の自習が可能にした。

5．実践後の効果

まだ、初年度であるので本当に効果があったかどうかの検証は難しいが、学生たちが和声の課

題に取り組む際に、ハ長調以外のものに対して以前のように混乱してしまうことが少なくなった

ように見受けられる。

今後とも、これらの教材を活用・実践していきたいと考えている。
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